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初 版 本 とそ の邦 訳 につ い て

文芸学部長 井 面 信 行

本学 中央 図書館 には、近代 芸術 学 の成立 過程 に

お いて極 め て重要 な位 置 を占め る一冊 の書 物 の初

版本が所 蔵 されて い ます。 す なわち、AloisRiegl,
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グ ル 『末 期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 一 地 中 海 諸 民 族

の 造 形 芸 術 の 全 体 的 発 展 と の 関 連 に お け る

オ ー ス トリ ア ーハ ンガ リー 帝 国 内 の 出 土 品 に基

づ い て』、ウ ィ ー ン、オー ス トリ ア ーハ ンガ リー

帝 室 一国家 印刷 部 出版 局 、1901年)で す 。

ア ロ イス ・リー グ ルAloisRiegl,1858-1905は 、

近 代 芸 術 学 ・美 術 史 学 の礎 を築 い た ウ ィ ー ン

学 派 の 始 祖 とみ な さ れ て い ます 。 彼 の 新 しい

方 法 論 が 近 代 芸 術 学 な い し美 術 史 学 に 占 め る

位 置 は 、 こ の 学 問 の確 立 に とっ て 極 め て重 要

な 意 味 と価 値 を担 って い る とい え るで し ょ う。

そ の リ ー グ ル の 主 著 と 目 さ れ て い る の が 、 こ

の 『末 期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 』 で あ り、 そ の初

版 本 が 中 央 図 書館 に蔵 され て い る の で す 。

Webcatを 検 索 す る と、 こ の初 版 本 を所 蔵 し

て い る 大 学 は、 近 畿 大 学 を含 め 全 国 に4大 学

しか あ りま せ ん。 こ の書 は、 稀 観 本 と ま で は

言 え な い と して も、 価 値 の 高 い 貴 重 な 図 書 と

見 な して よい もの と思 わ れ ます 。

私 は 、 こ の 歴 史 的 名 著 の 邦 訳 の 機 会 に 恵 ま

れ 、 平 成19年8月 、 中央 公 論 美 術 出版 よ りア

ロ イ ス ・リ ー グ ル 『末 期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 』

と して 刊 行 しま し た(た だ し、 私 が 邦 訳 の 底

本 と し た の は1972年 発 行 の 第4版 で す)。 今

回 「香 散 見 草 」 の 紙 面 を お 借 り して この 歴 史

的名著を紹介 し、併せてこの書の翻訳事情を

若干の伍泥 たる思い と共にお伝えしたいと思

います。

***

まず 、 こ の 書 物 の 装 丁 に つ い て 述 べ る こ と

に し ま し ょ う。 一 見 して 立 派 な装 丁 の この 書

は、 縦420mm、 横330mmの 大 型 本 で あ り、 重 さ

は5kgほ どあ ります 。 したが っ て、 と て も手 に

とっ て 読 書 が で き る よ う な判 型 で は あ り ませ

ん。 この 書 は1927年 に 再 版 さ れ た の で す が 、

そ の と きの 編 者 は、 再 版 の要 求 が 高 ま っ て い

る こ と に触 れ て 「そ こ に は 、 判 型 を手 の 中 に

収 ま る もの に 改 め 、 装 丁 を 簡 素 に して 、 よ り

広 範 囲 の芸 術 愛 好 者 や研 究 者 が 入 手 で き る も

の に して 欲 しい とい う願 い も含 ま れ て い た 」

と述 べ て い ます 。 再 版 の判 型 は 、縦 が230mmの

い わ ゆ る菊 判 に近 い もの と な っ てい ます 。

表 紙 は モ ス グ リ ー ンで 、 タ イ トル が 金 文 字

で書 か れ て い ます 。 タ イ トル の 上 部 に は 、 本

書 で 言 及 さ れ て い る、 柘 榴 石 を嵌 め 込 ん だ 装

飾 品(ウ ィー ン美 術 史 美 術 館 蔵)が 、 凹 凸 の

あ る 立 体 的 な表 現 で デ ザ イ ン さ れ て 貼 り付 け

られ て い ます(写 真1-1,2)。

本 書 の装 丁 が この よ う に 立 派 な もの とな っ

た理 由 は、 こ の書 物 が リ ー グ ル の個 人 的 出 版

物 で は な く、 オ ー ス トリ ア 文 化 教 育 省 の 助 成

を 受 け て、 国 立 オ ー ス トリ ア 考 古 学 研 究 所 が

発 行 した もの で あ る 点 に求 め ら れ る と思 い ま

す 。 そ もそ も リー グ ル の 『末 期 ロ ー マ の 美 術

工 芸 』 は、 古 代 の 美 術 工 芸 の 全 貌 を明 らか に

す る 全 集 の 一 巻 を 為 す も の で し た 。 こ の 全

集 は ウ ィ ー ン の オ ー ス トリ ア 美 術 工 芸 博 物

館 の 学 芸 員 で あ っ た カ ー ル ・マ ス ナ ー(Karl
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Masner,1858-1936)に よ っ て 、1893年 に企 画

され 、 先 に述 べ た よ う に オ ー ス ト リア 文 化 教

育 省 の 助 成 を得 て刊 行 が 始 ま りま し た。 そ の

第 一 巻 が1901年 に刊 行 され た リ ー グ ル の 『末

期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 』 だ っ た わ け で す 。 企 画

して か ら 第 一 巻 の 刊 行 ま で8年 か か っ て い る

こ と にな ります 。

リ ー グ ル は 、 『末 期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 』 に お

い て、 コ ン ス タ ンテ ィ ヌ ス 以 降 の 時 代 と い わ

ゆ る民 族 移 動 期 の 美 術 工 芸 品 を論 じる こ と を

引 き受 け ま した。 リ ー グ ル の 計 画 で は、 こ の

著 作 は 第 一 部 で あ り、 引 き続 き第 二 部 を執 筆

す る予 定 で した 。 しか し、彼 の早 す ぎる死(1905

年 、 亨 年47歳)が こ の仕 事 の 完 成 を 阻 ん で し

まい ま した 。

カ ー ル ・マ ス ナ ー が 企 図 した全 集 の 刊 行 は、

リ ー グ ルが 亡 くな っ た 時 点 で 『末 期 ロ ー マ の

美 術 工 芸 」 一 冊 だ け とい う状 況 で あ り、 企 画

の 進 行 は完 全 に停 滞 して い ま した。 そ の 理 由

は 、 リー グル の死 に加 えて 、マ ス ナ ー が ウ ィー

ン を去 り、 ブ レス ラ ウ の 工 芸 美 術 館 館 長 と し

て 赴 任 して しま った こ と にあ った よ うで す 。

『末期 ロー マ の美 術 工 芸』 の 出版 の経 緯 に つ

い て の 話 が 少 し長 くな りま した 。

こ の 初 版 本 の も っ と も魅 力 的 な点 に つ い て

お 伝 え しな け れ ば な り ませ ん 。 そ れ は、 巻 末

に収 め られ た23葉 の 図 版 の 中 に含 ま れ た11

葉 の 色刷 図 版 で す 。これ らの 図 版 は 精 緻 な エ ッ

チ ン グ に よる もの で あ り、留 め 金 、 ブ ロ ー チ、

バ ック ル等 、 そ の ほ と ん どが 原 寸 大 で 描 か れ

て い ます 。 例 え ば 、 〈写 真2-1>は 柘 榴 石 嵌 入

細 工 に よ る 衣 服 の 留 め金 一 こ の 留 め 金 は長 さ

が15cm以 上 もあ る 立 派 な もの で す一 を描 い た

エ ッチ ン グ で す 。 左 側 に 突 き出 た 部 分 に は ラ

イ オ ンの 頭 部 が 表 さ れ て い ます 。 金 の 台 に 赤

色 の 柘 榴 石 が 嵌 め 込 ま れ た こ の 豪 華 な 留 め 金

の 鮮 や か な 色 彩 対 比 が 、 見 事 に 描 き出 さ れ て

い ます 。 〈写 真2-2>は 、ベ ル トのバ ック ル です 。

これ も ま た 金 の 台 に柘 榴 石 が 嵌 め 込 まれ て お

り、 さ ら に打 出 し細 工 に よ っ て 四 足 獣 の 姿 が

浮 彫 に さ れ て い ます 。 こ の エ ッチ ング もバ ッ

ク ル の 繊 細 な 細 工 の 様 子 を生 き生 き と伝 え て

お り、読者の 目を惹 きつけて離 さない魅力を

持っているといえるで しょう。

ところが、初版本に収められていた色刷図

版 は、1927年 の第2版 では2葉 に制限 され、

さらに私が邦訳の底本 とした1972年 の第4版

ではまった くな くなっています。 リーグルの

この著作 を理解するうえで、色彩 と明暗の問

題は重要 な意味を持 っているため、第4版 以

降に色刷図版がな くなってしまったことは大

変残念 なことであ りました。そ こで、私の、

邦訳書では、出版社にお願い して初版のll葉

の色刷 図版 を写真複製で掲載することにしま

した。それが可能 となったの も、本学中央図

書館に初版本が所蔵されていたおかげです。

***

リーグルの業績を、彼 の経歴 と併せて簡単

に説明をしてお きたいと思います。

リーグルの芸術学研究の基礎は、オース ト

リア美術工芸博物館に学芸員として勤務 した

経歴 にあ りました。『末期ローマの美術工芸』

の、 とりわけ 「美術工芸」の章に展開 される

極めて精緻な 「平面 と空間における形 と色彩」

の分析は、 この学芸員時代に精力 を注いだ収

蔵品の精細 な研究、調査か ら生まれた鋭敏な

観察眼に基づいていることに疑いの余地はあ

りません。

1897年 、リーグルはウィー ン大学美術史学

講座正教授 に就任 しました。 しか し、博物館

か ら離れ、生気に満ちた作品群 と直接に接す

る機会を断たれることはリーグルにとって辛

いことだったようです。当時、 ドヴォルザー

クという弟子に 「私 は天職をな くしたよ(lch

habekeinenBeruf)」 と悲 しげに語ったと伝

えられています。

とはいえ、ウィーン大学時代の研究は、リー

グルの名声 を確立 した極 めて価値の高い成果

を生み ました。すなわち、最初の大著 『様式

問題」(1893年)に 続いて、彼の主著と見なさ

れる 『末期 ローマの美術工芸』が1901年 に上

梓され、翌1902年 、第三の大著 となる 『オラ

ンダ集団肖像画』が発表 されたので した(因
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みに、 この三冊 ともに原著が中央図書館に所

蔵されています。ただし、他の二冊は初版本

ではあ りません)。

リーグルはウィーン大学正教授の職と並行

して、1902年 から文化財保護 中央委員会の委

員長に就任 し、文化財保護法の草案の起草 な

どに尽力 しました。 しか し、1905年 に、決 し

て長 くはない47歳 の生涯を閉じました。

『末期ローマの美術工芸』の直接の目的の

ひ とつは、末期ローマ時代一 リーグルは、こ

の年代画期で、コンスタンティヌス大帝(306

年即位)か らカール大帝(800年 、ローマで戴

冠)ま での時代を念頭に置いていました一の

美術はギ リシア古典美術か らすれば頽廃にす

ぎないという偏見 を打ち砕 くことにあ りまし

た。実際の ところ、多 くの人がそう感 じるよ

うに、ギリシア美術が産み出したパルテノン

神殿のレリーフや 《ミロのヴィーナス》など

と比較すれば、私たち近代人には末期 ローマ

美術は美 しくもな く、生気 もない ように見 え

るのは確かです(参 照、写真3、4)。

しか し、リーグルは、近代において末期ロー

マ美術が評価されない理由は、作品を 「美 し

いか美 しくないか」という主観的な美的趣味

によって批評 しようとするか らにす ぎないと

考えます。 リーグルにとって重要なことは、

近代人が美 とか生気 とよぶ ものによって造形

芸術の目的が完全 に汲み尽されるのではない

ということ、むしろ、人間の造形活動は、歴

史的形成過程の中では、近代人の美的判断か

らすれば美 しくもなく、生 き生 きもしていな

い別の芸術形式を産み出すことにも向けられ

るという美術史観を獲得することなのです。

そ して、それぞれの時代が もつ造形への独

自の自律的意志のことを、 リーグルは 「芸術

意志Kunstwollen」 と名付 けました。「芸術意

志」は、芸術外的な要素一宗教、政治、経済、

技術、素材、 目的等一 に左右 されることのな

い、芸術活動 自体 に内在する原理です。 リー

グルは、古代エジプ トから末期 ローマに至 る

ヨーロッパ美術 の壮大 な流れを 「芸術意志」

の変遷の歴史 として読み替えようとしたので

す。そのための方法は、芸術の歴史的過程に

ついて一切の美的趣味や偏見を排除 し、囚わ

れのない眼で 「平面あるいは空間における形

と色彩 としての事物の現象」、「平面と空間に

対する事物の関係」 を観察、分析するという

内在的方法でした。芸術 を美的価値か ら切 り

離 して一種 の認識活動 として理解 し、それぞ

れの時代が芸術活動 を通 して世界 をどのよう

に捉 えようとしたのか一 そのことを見極める

点にリーグルの方法の革新があったと言 える

でしょう。

***

最後に、悟越 ではあ りますが、私の翻訳事

情について少 しだけ述べさせていただくこと

にします。

芸術学の世界における記念碑的ともいえる

この名著の翻訳 に臨んで、私 には不安 とため

らいがあ りました。 この翻訳は、当該の研究

領域 に長 く、深 く取 り組 んできた研究者 にの

み許される仕事であると考えるか らです。

しか し、 この翻訳を引 き受けるについては

一つの伏線があ りました。 リーグルの翻訳に

先立つこと4年 前の平成15年 に、私は同 じ中

央公論美術出版か らアウグス ト・シュマルゾー

『芸術学の基礎概念』(1905年)を 刊行 しまし

た。シュマルゾー(AugustSchmarsow,1853-

1936)と いう研究者 も、リーグルなどと並んで

近代芸術学の基礎付けに大 きな功績 を果た し

た人で したが、それ まで彼の邦訳は全 くあ り

ませんでした。私の研究歴 としてはシュマル

ゾー研究の方がリーグル研究よりもあとなの

ですが、恩師に出版社 との問を仲介 していた

だき、シュマルゾーの翻訳の仕事 を少 しずつ

始めました。 しか し、翻訳は難渋 を極め、完

成までに足掛け10年 を要 しました(実 際のと

ころは、足掛け10年 、実動5年 というところ

でしょうか)。

シュマルゾーの翻訳が完成 した とき、恩師

か ら立て続 けにリーグルの訳 を勧められまし

た。そこで、私の心はこの節の冒頭 に述べた
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不安 とためらいに揺れることになるのですが、

シュマルゾーの 『芸術学の基礎概念』 という

書物が一貫 してリーグルの 『末期ローマの美

術工芸』 との対決 というかたちで展開されて

いることを考え併せたとき、 リーグルを芸術

哲学の観点から読むことの重要性を改めて認

識するようにな りました。そこで、美術史的

知識に関 しては多少ご容赦 をいただき、 リー

グルの芸術学の方法論、基礎概念を広 く理解

してもらうためにも、この翻訳 に取 り組 もう

と決心をしました。

話が脇道にそれますが、シュマルゾーとリー

グルの二つの翻訳 に関してちょっとしたエピ

ソー ドがあ ります。シュマルゾーの 『芸術学

の基礎概念』の邦訳が公刊 されたとき、建築

家の八束は じめ さんが、あるネッ ト上の コラ

ムで私の邦訳を紹介 して くださいました。そ

の中で リーグルの 『末期 ローマの美術工芸』

のことに言及 され、「この著書は未邦訳で中央

公論美術 出版 さんには早 く出してほしい」 と

記されたのです。すでにそのとき、私の 『末

期ローマの美術工芸』の翻訳はある程度進ん

でいました。邦訳が完成 したとき、私は、八

束 さんとは全 く面識はあ りませんで したが、

お書 きになった コラムのことを述べて拙訳 を

献呈 しました。いただいた返事 には、私が コ

ラムを書いたときはすでに翻訳 は始 まってい

たで しょうか ら、私の言葉にさぞ驚かれたこ

とで しょう、とい う意味のことが綴 られてい

ました。まさしくその通 りなのですが、そん

なことよりも、私はシュマルゾーの 『芸術学

の基礎概念』が、美学 ・芸術学 よりもむ しろ

建築学の研究者に反響が大 きいことに驚 きま

した。シュマルゾーは建築の本質 を 「空間形

成作用」 と定義付 けた最初の人であ り、それ

が近代建築学の根本思想の土台となっている

ことを考えれば、納得のい くことではあるの

ですが。その関連で、 リーグルの 『末期ロー

マの美術工芸』の邦訳 も建築学の方々に期待

されていたようです。

ともあれ、 リーグルの翻訳が始まりました。

大学院生時代 に少 しずつ訳 し溜めていった訳

が 手 元 に あ り ま した 。 け れ ど も、 公 刊 す る と

な る と ま た 一 か ら訳 し直 さ ね ば な ら な い こ と

は、 す で に 経 験 済 み で した。 外 国書 の 翻 訳 に

は様 々 の 困 難 が 伴 い ます が 、 な ん とい っ て も

一 番 悩 む の は訳 語 の 選 択 で す
。 ひ とつ だ け 例

を挙 げ て、 試 行 錯 誤 の軌 跡 を紹 介 します 。

そ も そ も こ の 書 の タ イ トル の 訳 が 問 題 で し

た。 原 著 はDieSpatr6mischeKunstindustrie

で す 。 私 の 観 念 の 中 に は、 ひ とつ の 訳 語 が 当

た り前 の も の と して 定 着 して い ま した 。 す な

わ ち 『末 期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 』 で す 。 そ の 理

由 は 簡 単 で 、 私 の 学 ん だ 大 学 の 研 究 室 で は 、

こ の 訳 語 が 代 々 通 用 し て い た か らで す 。 し か

し、 原 点 に 立 ち戻 っ て 考 え る と二 つ の 問 題 が

出 て き ま す 。spatと い う語 とKunstindustrie

とい う語 の訳 語 で す 。

spatと い う形 容 詞 を 「末 期 の」 と訳 す か 「後

期 の 」 と訳 す か一 そ れ は リー グ ル の 美 術 史 観

と関 わ っ て き ます 。 リー グ ル は 、spatr6misch

とい う言 い方 で、コ ンス タ ンテ ィヌ ス 大 帝(306

年 即 位)か らカ ー ル大 帝(800年 、 ロ ーマ で 戴

冠)ま で の 時 代 を考 え て い ま した 。 こ の 年 代

画 期 の 意 味 は、 北 方 か らゲ ル マ ン民 族 が ラ テ

ン世 界 に侵 入 し、 西 ロ ー マ 帝 国 を滅 ぼ し、 終

に は カ ー ル 大 帝 が ロ ー マ 皇 帝 と して 戴 冠 し て

古 代 社 会 が 終 焉 した とい う 西 洋 史 の 大 き な流

れ の 一 般 的 理 解 に 対 応 して い る こ と に な りま

す 。 そ して 、 リ ー グ ル の 時 代 に は 、 ギ リ シ ア

古 典 美 術 が 頽 廃 した の は蛮 族 の 文 化 が ラ テ ン

世 界 に侵 入 した こ との 結 果 な の だ 、 と 一 般 的

に理 解 され て い ま した 。 しか し、 リ ー グ ル は 、

芸 術 活 動 に 関 して こ の500年 の歴 史 過 程 を 「衰

退 」 と か 「頽 廃 」 とみ なす の で は な く、 ゲ ル

マ ン文 化 が 新 しい 芸 術 形 式 の た め に創 造 的 関

与 を果 た した 発 展 の 時 代 と して 捉 え ま した 。

した が っ て 、 私 は 、spatを 価 値 変 化 の 意 味 合

い を含 む 語 と して 理 解 し、 単 に物 理 的 時 間 の

前 後 関 係 を示 す だ け の 「後 期 」 で は な く、 価

値 の 盛 衰 の 響 きが 感 じ と られ る 「末 期 」 と い

う語 を 当 て は め る こ とに しま した。

Kunstindustrieに 関 して は、DUDENのDas

groBeW6rterbuchderdeutschenSpracheに

4
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も見 出 し語 と して は あ りませ ん。 字 面 だ け な

ら 「技 術 産 業 」 とい う訳 も可 能 で す 。 け れ ど

も、 リ ー グ ル の この 書 の 内容 か ら して 「工 芸 」

か 「美 術 工 芸 」 か の ど ち らか の 訳 が 妥 当 で あ

る こ と は 間 違 い あ り ませ ん。 ち な み に、 西 田

幾 多 郎 は、 論 文 「歴 史 的 形 成 作 用 と して の 芸

術 創 作 」 で リ ー グ ル に 触 れ、 そ こ で は 『後 期

ロ ー マ の 美 術 工 芸 』 と訳 して い ま す 。 一 つ

考 慮 す べ き こ とが あ り ま し た。 ドイ ツ 語 に

はKunstgewerbeと い う語 が あ り、 こ ち らの

方 が む しろ 普 通 に 「工 芸 」 と訳 さ れ る 語 だ と

い う こ とで す 。DUDENの 辞 書 に よ れ ば、 も

と も と 「勤 勉 、 精 励 」 を 意 味 す る ラ テ ン語 の

industriaは 、 ドイ ツ語 にお い て は18世 紀 半 ば

に な っ てGewerbeつ ま り 「産 業 、 工 業 」 の 意

味 を持 つ よ う に な っ た よ うで す 。 リー グ ル が

Gewerbeで は な くラテ ン語 起 源 のIndustrieを

用 い た こ とに は理 由 が あ る に ち が い あ りま せ

ん が 、 浅 学 に して 不 明 で す 。 しか し、 取 り上

げ られ て い る装 飾 品 の 数 々 は 、 単 に 工 芸 とい

う よ り美 術 工 芸 と呼 ぶ に ふ さ わ しい もの で あ

る に ち が い な く、Kunstの 語 も重 視 し て、 最

終 的 に 「美術 工 芸 」 と訳 す こ とに な りま した 。

最 終 的 に 表 題 は 『末 期 ロ ー マ の 美 術 工 芸 』

と な り ま し た。 単 純 に 『後 期 ロ ー マ の 工 芸 』

とい う訳 も可 能 だ っ た わ け で す が 、 結 局 は 所

属 した研 究 室 で 言 い 伝 え ら れ て き た 表 記 に 落

ち 着 く こ と に な っ た わ け で す 。 そ の と き、 改

め て先 学 た ち の 様 々 の思 索 に思 い を 馳 せ る こ

と に もな りま した 。

訳を恐れては、翻訳は出来ない」 と言われま

すが、単 に誤訳 を減 らす問題だけではな く、

翻訳の仕事 については、と りわけこのような

歴史的名著の翻訳には、その書に寄 り添 って

馴染む までの時間、おそ らく短 くはない時間

が どうして も必要なのだと思います。その点

で、シュマルゾーの翻訳 を10年 間抱え込んで

いたことは、自分の怠惰 をち ょっとだけ棚に

上げれば、妥当だったという気が しています。

落ち着いた時間が得 られた ときに、私 はこ

の翻訳 をもう一度見直 したいと思っています。

そのとき本学中央図書館に、その初版本が所

蔵されていることは、私にとって安心であ り、

ありがたいことだと感 じています。

(了)

※本稿 の一部 に、拙訳 のア ロイス ・リー グル 「末

期 ローマ の美術工 芸』「訳 者あ とが き」 か ら一 部 を

抜粋、改編 して記載 しま した。

一般 に学問世界では、翻訳の仕事は労多 く

して益少な し、 と言われます。確 かに時間は

かか ります。リーグルの翻訳 には4年 ほどか

かったのですが、 しか し、私はもっと時間を

かけるべ きであった と反省 しています。奇妙

な言い方ですが、原稿を もっと 「熟成」させ

るべ きであったと思います。「熟成」の期間の

長短は、直接 には誤訳や誤植の多寡に も一正

比例するとは限 りませんが一つながると思わ

れます。すでに誤訳 を指摘 していただいた箇

所もあ ります。「翻訳に誤訳はつ きもの」、「誤
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